
本
稿
は
、『
日
本
文
芸
研
究
』
第
七
十
三
巻
第
一
号
所
収
の
拙

稿
「
荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
一
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
」
の

続
編
で
あ
る
。『
笠
舎
』
は
麗
女
が
第
一
代
神
武
天
皇
か
ら
第
八

十
一
代
安
徳
天
皇
ま
で
の
歴
史
を
仮
名
で
記
し
た
長
編
歴
史
物
語

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
巻
十
二
の
前
半
、
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）

部
分
を
翻
刻
し
、
典
拠
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
、
本
書
の
底
本

の
書
誌
や
別
本
に
関
し
て
は
拙
稿
「
荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻

一
・
巻
二
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
第
七
十
一

巻
第
一
号
、
二
〇
一
九
年
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
に
は
清
書
本
の
写
本
で
あ
る
名
古
屋
大
学
本
（
請
求
記

号：
913.5/A

/

神
宮
皇
学
館
文
庫
）
を
用
い
た
。

一
、
漢
字
の
旧
字
体
や
略
字
、
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の

字
体
に
改
め
た
。

一
、
底
本
の
仮
名
遣
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、
改
行
は
原
本
の
体
裁
に
従
わ
な
い
。

一
、
本
文
に
は
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

一
、
本
文
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
た
。

一
、
反
復
記
号
「
ゝ
」「
�
�
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、

「
�
」
は
「
々
」
に
改
め
た
。
ま
た
、
反
復
記
号
に
も
必
要

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）

の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

雲

岡

梓

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

四
七



に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
た
。

一
、
底
本
の
漢
字
に
付
さ
れ
て
い
る
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
残
し

た
。
振
り
仮
名
の
仮
名
遣
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
適
宜

濁
点
を
付
し
た
。

一
、「
脱
か
」
な
ど
の
底
本
の
注
記
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。

一
、
明
ら
か
に
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
注

し
た
。

一
、
本
文
中
の
欠
字
は
字
数
分
の
□
で
示
し
た
。

一
、
会
話
の
部
分
に
は
「

」
を
施
し
た
。

【
巻
十
二
翻
刻
】

四
十
六
代

四
十
七
代

十
二

第
四
十
六
代
の
帝
孝
謙
天
皇
は
、
御
諱
阿
倍
の
内
親
王
と
申
奉

り
、
聖
武
天
皇
の
皇
女
に
て
、
御
母
は
光
明
皇
后
、
淡
海
公
不
比

等
の
御
女
、
先
帝
の
御
母
宮
子
皇
大
夫
人
の
御
妹
ぞ
か
し
。
帝
御

宮
脱
か

歳
廿
一
に
て
、
天
平
十
年
睦
月
壬
午
の
日
、
東
に
立
せ
給
ひ
、
感

宝
元
年
七
月
二
日
、
御
父
帝
の
禅
を
受
さ
せ
給
ひ
、
御
位
に
即
せ

給
ふ
。
卅
二
に
や
お
は
し
ま
す
。
此
日
、
年
の
名
も
感
宝
は
と
ゞ

め
ら
れ
て
、
勝
宝
の
元
に
な
さ
る
。
仕
ふ
ま
つ
る
人
�
�
、
男
女

加
階
賜
は
り
、
正
三
位
藤
原
の
仲
麻
呂
大
納
言
に
な
り
て
、
従
三

位
石
上
乙
麻
呂
と
紀
の
麻
呂
、
正
四
位
上
多
治
比
の
広
足
三
人
中

納
言
な
り
。
大
伴
の
兄
麻
呂
、
橘
の
奈
良
麻
呂
、
藤
原
の
清
河
三

人
は
参
議
に
て
、
帝
の
御
乳
母
達
三
人
六
位
な
り
し
、
皆
五
位
に

な
さ
れ
き
。
大
嘗
会
は
十
一
月
な
り
。
因
幡
の
国
を
由
機
に
て
、

美
濃
須
機
と
ぞ
聞
へ
し
。
二
の
国
の
官
の
人
�
�
、
皆
加
階
給
は

す
。
此
月
八
幡
の
御
神
京
に
遷
ら
せ
給
ふ
べ
き
御
告
有
に
よ
り
、

参
議
石
川
の
年
足
、
侍
従
藤
原
の
魚
名
、
神
を
迎
ふ
る
御
使
に

て
、
路
の
程
の
国
�
�
に
兵
を
召
れ
、
御
前
御
後
の
そ
な
へ
に
あ

て
ら
る
。
神
の
渡
ら
せ
給
ふ
折
は
、
其
国
�
�
殺
生
を
禁
め
さ
せ

給
ふ
。
御
供
の
人
�
�
は
精
進
に
て
こ
と
に
つ
ゝ
し
み
、
道
を
も

掃
拭
ひ
、
け
が
ら
ひ
な
く
と
お
き
て
さ
せ
給
へ
り
。
都
近
う
お
は

し
ま
し
よ
る
程
は
、
五
位
散
位
、
六
衛
府
の
舎
人
ど
も
し
て
御
迎

へ
仕
ふ
ま
つ
ら
し
め
給
ふ
。
十
二
月
丁
亥
の
日
京
に
入
せ
給
ひ
、

宮
の
南
、
梨
原
の
宮
に
新
殿
を
造
ら
れ
、
神
宮
に
て
そ
こ
に
遷
し

奉
ら
せ
給
ふ
。
此
御
神
の
禰
宜
大
神
の
杜
女
、
東
大
寺
を
拝
み
奉

る
。
行
幸
有
、
太
上
天
皇
、
大
后
も
渡
ら
せ
給
ひ
、
百
の
官
、
諸

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

四
八



の
氏
人
皆
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
僧
五
千
人
参
り
、
礼
仏
、
読
経
有
。
唐

土
、
渤
海
な
ど
の
楽
、
五
節
の
田
儛
、
久
米
儛
を
も
奏
せ
さ
せ
給

ふ
。
大
ン

神
に
一
品
、
比
咩
神
に
二
品
を
奉
ら
せ
給
ひ
、
諸
兄
の

大
臣
し
て
勅
の
旨
神
に
申
さ
し
め
給
ふ
。
禰
宜
大
神
の
杜
女
神

主
、
大
神
の
田
麻
呂
に
よ
ろ
こ
び
加
へ
さ
せ
給
ふ
。
東
大
寺
に
は

封
四
千
戸
を
よ
せ
さ
せ
給
へ
り
。
吉
備
の
真
備
は
ま
だ
東
宮
の
御

時
よ
り
大
夫
、
学
士
な
ど
に
て
仕
ふ
ま
つ
り
な
れ
に
し
か
ば
、
帝

こ
と
に
睦
ま
し
う
思
召
る
べ
く
、
此
御
世
に
は
時
の
人
に
こ
そ
あ

ら
め
と
世
に
も
思
ひ
聞
へ
侍
り
し
に
、
い
か
な
る
に
か
御
覚
へ
う

す
き
や
う
に
て
、
勝
宝
二
年
睦
月
、
叙
位
の
頃
、
筑
前
の
守
に
な

さ
れ
に
き
。
八
幡
の
大
神
に
御
封
八
百
戸
、
位
田
八
十
町
、
比
賣

神
に
御
封
六
百
戸
、
位
田
六
十
町
を
奉
ら
せ
給
へ
り
。
九
月
、
中

納
言
石
上
の
乙
麻
呂
失
給
ふ
。
昔
の
左
大
臣
麻
呂
の
子
な
り
。
己

酉
の
日
、
遣
唐
使
の
御
定
有
て
、
大
使
は
藤
原
の
清
河
、
副
使
は

大
伴
の
古
麻
呂
、
判
官
、
主
典
四
人
な
り
。
十
月
、
八
幡
の
神
の

教
へ
さ
せ
給
ふ
こ
と
ゝ
て
、
正
五
位
藤
原
の
乙
麻
呂
に
従
三
位
を

授
さ
せ
給
ひ
、
大
宰
の
帥
に
て
下
さ
せ
給
ふ
。
三
年
の
春
、
大
極

殿
の
南
の
院
に
て
百
の
官
を
召
れ
、
豊
の
明
せ
さ
せ
給
ふ
。
踏
歌

に
は
歌
頭
の
女
嬬
二
人
、
外
従
五
位
を
賜
は
す
。
男
女
叙
位
例
の

ま
ゝ
な
り
。
睦
月
の
末
、
多
紀
の
内
親
王
と
て
天
武
天
皇
の
皇
女

な
り
し
、
隠
れ
給
へ
り
と
奏
し
つ
。
二
月
、
遣
唐
使
の
雑
色
の
人

�
�
百
十
三
人
、
叙
位
の
こ
と
侍
り
。
四
月
、
伊
勢
の
大
神
宮
、

畿
内
諸
国
の
社
�
�
に
幣
奉
ら
せ
給
ふ
る
は
、
唐
も
の
ゝ
使
の
平

ら
か
な
ら
む
御
祈
と
ぞ
聞
へ
侍
る
。
甲
戌
の
日
、
僧
菩
提
を
僧
正

に
な
さ
れ
、
良
弁
を
小
僧
都
、
道
璿
、
隆
尊
を
律
師
に
な
さ
せ
給

へ
り
。
十
一
月
、
吉
備
の
真
備
を
唐
土
の
副
使
に
せ
さ
せ
給
ふ
。

太
上
天
皇
日
頃
な
や
ま
し
う
せ
さ
せ
給
へ
ば
、
御
祈
さ
ま
�
�
に

て
、
大
赦
も
侍
り
。
四
年
の
春
も
猶
怠
ら
せ
給
は
ず
と
て
、
度
者

の
僧
尼
も
数
�
�
に
も
の
せ
さ
せ
給
へ
り
。
三
月
、
去
年
宣
旨
下

り
し
唐
土
使
の
人
�
�
ま
か
り
申
し
て
、
御
門
拝
み
す
。
や
が
て

節
刀
を
賜
は
せ
、
加
階
も
し
な
�
�
に
賜
は
せ
き
。
此
頃
東
大
寺

の
大
仏
に
始
て
金
を
ぬ
り
奉
り
、
四
月
に
開
眼
と
て
行
幸
有
。
文

武
の
官
残
り
な
う
仕
ふ
ま
つ
り
、
い
か
め
し
き
御
斎
会
を
設
ら

れ
、
五
位
よ
り
上
は
礼
服
、
六
位
よ
り
下
の
品
は
当
色
に
て
、
元

日
の
御
儀
式
に
か
は
ら
ず
よ
そ
ほ
し
う
て
、
一
万
の
僧
を
召
る
。

雅
楽
寮
の
楽
の
声
に
寺
�
�
の
物
の
音
響
き
合
、
さ
ま
�
�
の
舞

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
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九



庭
に
出
て
手
を
尽
し
つ
る
程
、
哀
に
面
白
き
こ
と
限
な
く
、
誠
の

極
楽
思
ひ
や
り
つ
ゝ
、
人
�
�
涙
落
し
侍
り
と
な
ん
。
来
し
方
行

末
た
め
し
も
有
が
た
く
、
尊
く
め
で
た
き
こ
と
の
限
り
に
侍
り
け

り
と
ぞ
。
は
つ
か
に
語
る
を
聞
侍
り
し
だ
に
い
み
じ
き
仏
の
御
光

の
身
に
入
ば
か
り
に
侍
る
を
、
ま
い
て
其
世
に
生
れ
合
、
か
や
う

の
け
は
ひ
に
ほ
の
か
に
も
ふ
れ
は
ひ
た
ら
む
者
は
、
い
み
じ
き
か

た
ゐ
な
り
と
も
後
の
世
い
と
頼
も
し
う
こ
そ
と
思
ひ
や
ら
れ
侍

る
。
此
折
の
行
幸
は
還
ら
せ
給
ふ
程
、
藤
原
の
大
納
言
仲
麻
呂
の

田
村
の
家
に
入
せ
給
へ
り
と
う
け
給
は
り
侍
る
。
七
月
、
中
務
卿

正
三
位
三
原
の
王
う
せ
給
ひ
ぬ
。
贈
太
政
大
臣
舎
人
親
王
の
御
子

ア
ナ
タ
ベ

ぞ
か
し
。
下
総
の
国
に
は
穴
太
部
の
阿
古
売
と
い
へ
る
者
、
一
時

に
男
二
人
女
二
人
産
け
り
と
て
、
公
よ
り
粮
、
乳
母
を
賜
は
せ

つ
。
八
月
、
従
三
位
智
努
の
王
に
文
室
の
真
人
の
姓
を
賜
へ
り
。

九
月
、
渤
海
の
使
、
越
後
の
佐
渡
の
島
に
著
た
り
。
先
の
御
世
、

佐
渡
を
ば
越
後
の
国
に
合
さ
せ
給
ひ
し
に
、
こ
た
び
又
佐
渡
に
国

の
守
、
目
を
も
置
せ
給
へ
り
。
五
年
正
月
、
伊
勢
の
太
神
宮
の
神

主
外
従
五
位
下
首
名
に
、
外
従
五
位
上
を
給
は
せ
、
内
人
、
物
忌

の
男
三
十
五
人
、
女
十
六
人
に
位
を
授
さ
せ
給
へ
り
。
三
月
、
東

大
寺
に
百
の
高
座
を
設
て
、
仁
王
経
講
ぜ
さ
せ
給
ふ
。
其
日
俄
に

あ
ら
ま
し
き
風
吹
た
ち
て
、
こ
と
竟
へ
が
た
く
停
め
ら
れ
、
四
月

九
日
に
又
講
じ
果
さ
せ
ん
と
思
召
れ
つ
る
に
、
さ
き
の
日
の
ま
ゝ

に
風
さ
は
ぎ
て
あ
は
た
ゞ
し
げ
な
り
。
辛
未
の
日
、
大
納
言
従
二

（
マ
マ
・
弖
脱
）

位
神
祇
の
伯
な
り
し
巨
勢
の
奈
麻
呂
う
せ
給
ふ
。
昔
の
小
徳
大

海
の
孫
、
中
納
言
大
雲
比
登
の
子
な
り
。
十
月
、
中
務
卿
従
三
位

栗
栖
の
王
も
な
く
な
り
給
へ
り
。
是
は
天
武
天
皇
の
御
孫
二
品
長

の
親
王
の
御
子
に
い
ま
し
き
。六
年
正
月
、帝
東
の
院
に
て
人
�
�

に
大
み
き
賜
は
す
と
て
、
正
五
位
多
治
比
の
家
主
、
従
五
位
大
伴

の
麻
呂
二
人
を
御
前
に
召
て
、
四
位
の
よ
そ
ひ
を
賜
は
せ
、
四
位

の
列
に
入
さ
せ
給
へ
り
し
。
や
が
て
二
人
な
が
ら
四
位
に
な
さ
せ

給
ひ
き
。
お
と
ゝ
し
ば
か
り
唐
土
に
つ
か
は
さ
れ
し
副
使
大
伴
の

古
麻
呂
帰
り
参
れ
り
。
鑑
真
、
法
進
な
ど
い
へ
る
唐
の
僧
八
人
随

て
来
れ
り
。
又
の
副
使
吉
備
の
真
備
は
去
年
の
十
二
月
、
益
久
島

に
つ
き
て
、
そ
れ
よ
り
こ
な
た
ざ
ま
に
む
か
へ
る
波
路
風
あ
ら
く

て
、
と
か
く
漂
ひ
け
る
程
に
、
紀
伊
の
国
牟
漏
に
よ
り
け
り
と
聞

へ
き
。
古
麻
呂
は
唐
国
に
て
癸
巳
の
歳
、
あ
な
た
の
大
宝
十
二
年

と
聞
ゆ
る
正
月
朔
日
、
天
子
蓬
莱
宮
の
含
元
殿
に
出
給
ひ
、
朝
を

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

五
〇



受
給
ふ
る
に
、
日
本
の
使
古
麻
呂
を
西
畔
第
二
吐
蕃
の
下
に
さ
ぶ

ら
は
せ
、
東
畔
の
第
一
大
食
国
の
上
に
新
羅
の
使
を
置
た
り
。
古

麻
呂
、「
新
羅
は
日
の
本
に
貢
を
奉
る
国
な
り
。
い
か
で
其
国
の

使
の
下
に
は
立
ん
」
と
い
ひ
て
、
め
ざ
ま
し
く
思
ひ
た
る
を
、
将

軍
呉
懐
実
と
い
ふ
者
此
気
色
を
見
し
り
て
、
す
な
は
ち
新
羅
の
使

を
西
な
る
吐
蕃
の
下
に
あ
ら
せ
、
古
麻
呂
を
東
の
第
一
大
食
国
の

上
に
立
せ
き
。
古
麻
呂
還
り
て
し
か
�
�
な
ん
と
奏
し
け
れ
ば
、

帝
御
気
色
よ
く
て
「
こ
と
に
か
ひ
�
�
し
う
」
と
、
古
麻
呂
を
い

み
じ
う
ほ
め
さ
せ
給
へ
り
。
大
使
清
河
の
乗
給
ひ
し
第
一
の
船

は
、
荒
き
波
風
に
逢
て
行
方
し
れ
ず
と
あ
る
を
、
公
に
も
心
も
と

な
う
思
召
る
。
此
折
も
四
の
船
さ
ま
�
�
な
り
け
る
に
や
、
第
四

の
船
判
官
布
勢
の
人
主
は
薩
摩
に
来
つ
き
け
る
よ
し
聞
へ
し
。
程

経
て
京
に
参
れ
り
。
二
月
、
太
宰
府
に
勅
有
て
、
古
へ
小
野
ゝ
老

タ
テ

大
弐
な
り
し
折
、
高
橋
の
牛
養
を
つ
か
は
し
て
南
島
に
牌
を
樹
さ

せ
つ
る
に
、
漸
朽
ぬ
る
よ
し
聞
へ
し
か
ば
、
今
年
新
に
た
て
さ
せ

給
ひ
、
其
牌
に
は
船
の
泊
り
な
る
処
、
水
有
所
、
往
来
の
国
�
�

の
道
の
遠
さ
近
さ
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
る
し
て
、
波
風
に
打
よ

せ
ら
れ
つ
る
船
ど
も
の
た
づ
き
あ
る
べ
く
と
お
き
て
さ
せ
給
ふ
。

四
月
、
中
臣
の
清
麻
呂
を
神
祇
の
大
副
に
な
さ
る
。
大
伴
の
古
麻

呂
は
左
大
弁
な
り
。
吉
備
の
真
備
は
大
宰
の
大
弐
に
て
、
小
野
ゝ

田
守
小
弐
と
ぞ
聞
ゆ
。
又
、
唐
土
に
使
せ
し
人
�
�
賞
行
は
せ
給

ふ
と
て
も
、
古
麻
呂
と
真
備
は
正
四
位
下
に
な
さ
れ
、
判
官
大
伴

の
御
笠
、
巨
万
の
大
山
を
従
五
位
、
其
余
二
百
二
十
二
人
、
ほ
ど

�
�
に
よ
ろ
こ
び
加
へ
さ
せ
給
へ
り
。
を
く
れ
て
参
り
し
判
官
人

主
に
も
五
位
の
加
階
給
は
せ
き
。
皇
大
夫
人
と
申
し
太
上
天
皇
の

御
母
后
、
御
心
ち
例
な
ら
ず
も
の
せ
さ
せ
給
ふ
と
て
、
公
に
も
御

祈
何
や
か
や
と
思
し
お
き
て
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
七
月
隠
れ
さ
せ

給
へ
り
。
諸
兄
の
大
臣
を
は
じ
め
皆
仰
ご
と
に
て
御
葬
の
程
も
さ

る
べ
き
司
�
�
召
れ
て
仕
ふ
ま
つ
れ
り
。
薬
師
寺
の
僧
行
信
と
八

幡
の
神
に
仕
ふ
ま
つ
れ
る
大
神
の
多
麻
呂
と
二
人
心
を
か
は
し

て
、
怪
し
き
わ
ざ
を
し
つ
ゝ
人
を
ま
ど
は
す
よ
し
聞
へ
し
か
ば
、

先
の
御
世
こ
と
に
禁
め
さ
せ
給
ひ
し
こ
と
に
て
、
公
に
も
聞
過
さ

せ
給
は
ず
、
罪
あ
る
べ
く
思
召
れ
、
中
納
言
多
治
比
の
広
足
を
薬

師
寺
に
遣
は
さ
れ
、
仰
ご
と
を
宣
し
め
給
ひ
、
流
さ
せ
給
ふ
な
り

と
て
、
行
信
を
ば
下
野
の
薬
師
寺
に
つ
か
は
し
給
ひ
、
杜
女
を
日

向
の
国
、
多
麻
呂
を
多

島
に
流
さ
せ
給
ひ
き
。
七
年
の
睦
月
は

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
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世
の
中
諒
闇
と
て
、
朝
拝
も
停
さ
せ
給
ふ
。
三
月
、
八
幡
の
神
の

御
告
有
て
、
公
よ
り
奉
ら
せ
給
ひ
し
御
封
千
四
百
戸
、
田
百
三
十

町
、
朝
庭
に
返
し
奉
る
な
り
と
の
給
は
せ
け
る
に
よ
り
、
帝
も
神

の
御
こ
と
に
し
た
が
は
せ
給
ひ
、
と
ゞ
め
さ
せ
給
へ
り
。
唯
常
の

ミ
ト
シ
ロ

神
田
と
て
侍
る
の
み
、
神
は
留
め
て
領
せ
さ
せ
給
ふ
べ
く
、
神
は

の
給
は
せ
し
と
や
。
十
月
、
太
上
天
皇
な
や
ま
せ
給
ふ
と
て
、
大

赦
行
は
せ
給
ひ
、
所
�
�
の
陵
、
太
政
大
臣
の
墓
に
も
幣
使
を
立

さ
せ
給
ひ
、
お
ど
ろ
�
�
し
き
ま
で
御
祈
せ
さ
せ
給
ふ
。
殺
生
を

も
禁
め
さ
せ
給
ひ
、
世
に
た
づ
き
な
き
民
ど
も
に
物
給
は
せ
な

ど
、
い
た
ら
ぬ
隈
な
う
思
し
お
き
て
さ
せ
給
へ
り
。
八
年
と
申
二

月
、
正
一
位
左
大
臣
橘
の
諸
兄
、
病
な
ど
に
こ
と
つ
け
て
、
仕
へ

を
返
し
奉
ら
む
こ
と
を
奏
し
給
ふ
に
よ
り
、
丙
戌
の
日
許
さ
せ
給

ひ
き
。
致
仕
の
大
臣
な
ど
い
ふ
べ
く
心
安
く
て
引
こ
も
り
給
ふ
め

り
。
こ
の
月
難
波
よ
り
河
内
の
国
に
行
幸
あ
り
。
弥
生
に
は
太
上

天
皇
も
堀
江
に
御
幸
せ
さ
せ
給
へ
り
。
御
心
地
も
す
こ
し
ひ
ま
に

お
は
し
ま
し
に
や
と
見
へ
さ
せ
給
ひ
し
に
、
卯
月
に
は
又
あ
つ
し

う
せ
さ
せ
給
へ
ば
、
公
に
は
八
幡
の
宮
、
伊
勢
の
神
垣
な
ど
に
幣

奉
ら
せ
給
ひ
、
寺
々
に
て
も
御
祈
有
け
る
に
、
五
月
に
は
は
か
な

き
御
こ
と
ゝ
聞
へ
侍
り
。
内
裏
に
は
三
の
関
固
る
使
を
も
つ
か
は

さ
れ
、
御
葬
に
仕
ふ
ま
つ
る
司
、
陵
の
山
作
司
な
ど
を
も
召
れ

き
。
又
、
太
上
天
皇
の
の
給
ひ
置
せ
給
へ
る
御
こ
と
ゝ
て
、
昔
の

新
田
部
の
親
王
の
御
子
、
中
務
卿
道
祖
王
と
聞
ゆ
る
を
、
乙
卯
の

日
、
俄
に
皇
太
子
に
立
奉
ら
せ
給
へ
り
。
百
官
皆
墨
染
に
て
諒
闇

の
け
は
ひ
物
哀
に
、
世
の
中
か
ひ
し
め
り
た
り
。
此
折
い
か
な
る

こ
と
に
か
、
出
雲
寺
大
伴
の
古
慈
斐
と
内
堅
淡
海
の
三
船
と
二

人
、
公
を
謗
り
奉
り
、
仕
ふ
る
道
に
そ
む
け
り
と
て
、
左
右
の
衛

士
府
に
禁
め
置
せ
給
ふ
。
太
上
天
皇
の
初
七
日
は
七
大
寺
に
て
御

誦
経
有
、
二
七
日
も
同
じ
こ
と
な
り
。
壬
申
の
日
、
御
葬
の
儀

式
、
仏
の
御
前
の
し
つ
ら
ひ
を
う
つ
さ
れ
、
師
子
の
座
の
香
、
天

子
の
御
座
、
金
輪
の
幢
、
宝
幢
、
華
縵
、
蓋
繖
な
ど
ま
う
け
て
、

路
の
程
、
笛
の
声
は
行
道
の
曲
を
奏
せ
り
。
御
飾
を
お
ろ
さ
せ
給

ひ
し
御
こ
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
仏
に
な
づ
ら
へ
奉
ら
せ
給
ふ
る
御

お
き
て
に
て
、
御
諡
も
奉
ら
せ
給
は
ず
と
ぞ
。
三
七
日
は
左
京
右

京
の
寺
�
�
に
て
御
誦
経
侍
り
。
左
衛
士
の
督
坂
上
の
犬
養
、
右

兵
衛
の
率
鴨
の
虫
麻
呂
は
年
頃
太
上
天
皇
む
つ
ま
し
う
召
つ
か
は

せ
給
ひ
し
御
余
波
も
忘
れ
が
た
く
、
此
折
も
悲
し
み
に
堪
ず
、
二

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
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察
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人
な
が
ら
陵
に
仕
ふ
ま
つ
ら
む
こ
と
を
公
に
う
れ
へ
申
つ
。
帝
も

愚
か
な
ら
ぬ
心
ざ
し
を
い
み
じ
う
哀
が
ら
せ
給
ひ
、
す
な
は
ち
ゆ

る
さ
せ
給
ひ
、
二
人
な
が
ら
位
を
増
せ
給
へ
り
。
又
こ
れ
に
し
た

が
へ
り
し
授
刀
舎
人
二
十
人
も
、
皆
加
階
給
は
せ
き
。
僧
の
法
栄

も
御
な
や
み
の
程
つ
と
さ
ぶ
ら
ひ
て
見
奉
り
あ
つ
か
ひ
け
る
が
、

「
今
は
世
の
望
み
絶
て
陵
に
仕
ふ
ま
つ
り
、
大
乗
を
転
読
し
奉
り
、

く
ら
き
路
の
光
を
も
添
奉
り
に
し
が
な
」
と
て
御
い
と
ま
聞
へ
け

る
に
よ
り
、「
是
に
は
よ
ろ
こ
び
加
へ
さ
せ
給
は
ん
や
う
な
し
」

と
て
、
其
聖
の
生
れ
し
郡
に
な
が
く
役
を
ゆ
る
さ
せ
給
ふ
。
此
外

唐
土
の
も
爰
の
も
僧
達
あ
ま
た
ま
め
や
か
に
仕
ふ
ま
つ
り
し
有
。

皆
そ
れ
�
�
に
御
返
り
見
有
。
大
僧
都
、
小
僧
都
、
律
師
な
ど
に

な
さ
る
ゝ
も
あ
り
。
其
大
徳
は
和
上
鑑
真
、
小
僧
都
良
弁
、
華
厳

の
講
師
慈
訓
、
安
寛
、
唐
土
の
僧
法
進
、
法
華
寺
の
慶
俊
な
り
。

太
上
天
皇
の
御
方
な
る
残
り
物
、
米
塩
の
類
を
ば
唐
土
の
和
上
鑑

真
と
法
栄
と
二
人
に
賜
は
せ
た
り
。
御
七
日
ご
と
に
御
誦
経
せ
さ

せ
給
ひ
、
御
四
十
九
日
に
は
僧
達
数
�
�
に
て
斎
を
設
さ
せ
給

ふ
。
来
ん
年
の
御
は
て
の
御
わ
ざ
は
、
東
大
寺
に
て
せ
さ
せ
給
ふ

べ
く
思
召
れ
、
大
仏
の
御
殿
の
廊
を
ば
六
の
道
の
国
�
�
に
仰
せ

て
造
ら
し
め
給
ひ
、「
其
折
ま
で
に
か
な
ら
ず
こ
と
な
り
ぬ
べ
く
」

と
急
が
せ
給
へ
り
。
さ
き
に
衛
士
府
に
禁
め
置
せ
給
ひ
し
古
慈

斐
、
三
船
も
か
か
る
御
思
ひ
の
折
と
て
、
い
み
じ
き
御
か
う
じ
も

な
く
、
や
が
て
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
き
。
十
月
、
藤
原
の
仲
麻
呂
の
大

納
言
、
東
大
寺
に
米
千
斛
、
菜
な
ど
を
奉
り
給
へ
り
。
此
大
納
言

は
帝
こ
と
に
御
覚
へ
有
て
、
い
と
時
の
人
に
い
ま
し
き
。
十
二

月
、
鳴
神
お
ど
ろ
�
�
し
う
轟
き
て
六
日
ま
で
や
ま
ざ
り
け
れ

ば
、
東
大
寺
に
僧
百
人
し
て
仁
王
経
転
ぜ
し
め
給
へ
り
。
公
に
は

は
や
う
京
の
中
に
有
孤
子
を
尋
ね
取
せ
給
ひ
き
ぬ
。
糧
を
給
は

せ
、
人
し
て
養
は
せ
給
ひ
け
る
に
、
や
う
�
�
お
と
な
し
う
な
れ

り
。
男
九
人
女
一
人
な
り
。
今
年
葛
木
の
連
の
姓
を
賜
は
せ
、
紫

微
の
つ
か
さ
少
忠
葛
休
の
戸
主
に
付
さ
せ
給
ひ
、
此
人
を
親
の
や

う
に
お
も
む
け
さ
せ
給
へ
り
。
紫
微
中
台
の
官
は
此
御
世
の
は
じ

め
定
め
さ
せ
給
ひ
、
仲
麻
呂
の
大
納
言
、
紫
微
令
を
兼
給
ふ
。
大

少
の
弼
、
大
少
の
忠
疏
な
ど
次
第
に
侍
り
。
己
亥
の
日
、
山
陰
、

山
陽
、
南
海
、
筑
紫
な
ど
の
中
国
廿
六
に
、
灌
頂
の
幡
一
具
、
道

場
の
幡
四
十
九
、
緋
の
綱
二
条
づ
ゝ
国
ご
と
に
つ
か
は
さ
せ
給

ひ
、
来
ん
年
御
は
て
の
御
斎
会
の
さ
う
ぞ
く
に
充
さ
せ
給
ひ
、
こ

荒
木
田
麗
女
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』
巻
十
二
・
四
十
六
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（
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天
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）
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翻
刻
と
典
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の
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と
お
は
ら
ば
国
分
の
金
光
明
寺
に
収
め
て
、
永
く
寺
の
物
と
す
べ

ヨ
ホ
ロ

く
仰
ご
と
下
れ
り
。
太
上
天
皇
の
御
輿
の
丁
、
皆
し
な
�
�
に
位

給
は
す
。
己
酉
の
日
、
皇
太
子
と
右
大
弁
を
東
大
寺
に
つ
か
は
さ

せ
給
ひ
、
右
大
臣
豊
成
、
出
雲
守
山
背
の
王
は
大
安
寺
、
大
納
言

仲
麻
呂
、
中
の
衛
の
少
将
佐
伯
の
毛
人
は
外
島
坊
、
中
納
言
紀
の

麻
路
、
少
納
言
石
川
の
年
足
、
弾
正
の
尹
池
田
の
王
は
元
興
寺
、

讃
岐
の
守
安
宿
の
王
、
左
大
弁
大
伴
の
古
麻
呂
山
階
寺
に
、
お
の

�
�
御
使
に
て
参
り
、
梵
網
経
講
ぜ
し
め
給
ふ
。
導
師
六
十
二
人

な
り
。
次
の
春
は
諒
闇
と
て
廃
朝
な
り
。
正
月
、
前
の
左
大
臣
橘

（
マ
マ
）

の
諸
兄
身
ま
か
り
給
へ
り
。
公
よ
り
石
川
の
豊
人
、
紀
の
餘
麻
呂

を
御
使
に
て
葬
の
こ
と
お
き
て
さ
せ
給
ひ
き
。
此
大
臣
は
敏
達
天

皇
の
御
流
に
て
、
贈
従
二
位
栗
隈
の
王
の
孫
美
努
の
王
の
子
な

（
マ
マ
）

り
。
先
帝
の
御
代
こ
と
に
時
め
き
給
ひ
ぞ
か
し
。
石
津
の
王
は
藤

原
の
姓
賜
は
り
大
納
言
に
な
り
給
ふ
。
従
二
位
麻
呂
の
子
と
ぞ
聞

ナ
ゲ
シ

へ
し
。
弥
生
戊
辰
の
日
、
内
裏
に
は
夜
の
御
殿
の
承
塵
に
天
下
大

平
と
い
ふ
四
字
お
の
づ
か
ら
あ
ら
は
れ
た
り
。
帝
い
と
め
づ
ら
か

な
り
と
思
召
れ
、
一
日
有
て
親
王
達
、
群
臣
召
れ
て
の
給
は
す
る

に
、
各
め
で
た
き
し
る
し
な
る
よ
し
奏
し
給
ふ
。
皇
太
子
は
御
心

色
め
か
し
う
お
は
し
ま
し
て
、
太
上
天
皇
の
御
思
ひ
の
程
も
慎
ま

せ
給
ふ
こ
と
も
な
く
、
た
は
ら
し
き
御
ふ
る
ま
ひ
の
み
せ
さ
せ
給

ふ
を
、
帝
も
折
に
ふ
れ
て
う
し
ろ
め
た
く
思
召
れ
、
い
さ
め
奉
ら

せ
給
へ
ど
、
さ
ら
に
仰
ご
と
に
も
し
た
が
は
せ
給
は
ぬ
や
う
な
り

し
か
ば
、
帝
も
御
心
や
ま
し
う
、
世
の
中
い
か
ゞ
あ
ら
む
と
思
召

れ
て
、
群
臣
達
召
れ
て
太
上
天
皇
の
御
遺
言
の
旨
を
も
の
給
は

せ
、「
い
か
に
せ
ま
し
」
と
仰
ら
る
ゝ
に
、
人
�
�
「
と
も
か
く

も
勅
に
し
た
が
ひ
奉
ら
む
」
と
奏
し
つ
。
や
が
て
其
日
、
太
子
を

ば
も
と
の
ま
ゝ
の
王
に
な
し
奉
ら
せ
給
ひ
、
家
に
帰
し
奉
ら
せ
給

ふ
。
四
月
に
又
大
臣
以
下
の
人
�
�
を
召
れ
、「
儲
の
君
に
は
何

れ
の
王
を
か
な
し
奉
る
べ
き
」
と
仰
ご
と
有
つ
る
に
、
右
大
臣
豊

成
、
中
務
卿
永
手
は
「
前
の
太
子
の
御
兄
、
塩
焼
の
王
を
立
奉
ら

せ
給
ふ
べ
く
」
と
奏
す
。
摂
津
の
大
夫
文
屋
の
珍
努
、
左
大
弁
大

伴
の
古
麻
呂
は
「
池
田
の
王
し
か
る
べ
し
」
と
申
。
大
納
言
藤
原

の
仲
麻
呂
は
、「
臣
を
し
る
は
君
に
は
し
か
ず
、
子
を
し
る
は
父

に
は
し
か
ず
。
唯
帝
の
御
心
に
ま
か
せ
奉
る
」と
申
。
各
思
ひ
�
�

な
り
し
か
ば
、
帝
仰
ご
と
に
、「
舎
人
、
新
田
部
の
二
人
は
親
王

達
の
中
に
む
ね
と
お
は
せ
し
人
な
り
し
に
よ
り
、
新
田
部
の
子
を
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す
へ
奉
れ
ど
も
、
女
の
方
に
乱
れ
て
ま
め
や
か
な
ら
ず
。
今
は
舎

人
の
親
王
の
子
の
中
に
て
択
ぶ
べ
し
と
な
ん
思
ふ
。
さ
れ
ど
お
の

�
�
疵
有
て
覚
ゆ
る
。
唯
大
炊
の
王
、
年
わ
か
く
も
の
し
給
へ

ど
、
さ
せ
る
難
有
と
も
聞
へ
ぬ
物
か
ら
、
此
王
を
立
ん
と
な
ん
思

ふ
は
い
か
ゞ
有
べ
き
」
と
ゝ
は
せ
給
ふ
。
大
臣
よ
り
末
、
皆
仰
ご

と
に
従
ふ
べ
き
よ
し
申
き
。
仲
麻
呂
の
大
納
言
は
此
御
定
め
よ
り

先
に
大
炊
の
王
を
田
村
の
家
に
迎
へ
て
す
へ
奉
り
し
か
ば
、
此
日

す
な
は
ち
内
舎
人
藤
原
の
薩
雄
、
中
の
衛
廿
人
を
遣
し
て
大
炊
の

王
を
内
裏
に
迎
へ
奉
れ
り
。
王
は
其
日
に
東
宮
に
立
せ
給
ふ
。
帝

御
対
面
せ
さ
せ
給
ひ
、
こ
ま
や
か
に
聞
へ
さ
せ
給
ひ
、「
有
つ
る

文
字
の
し
る
し
も
か
ゝ
る
こ
と
有
べ
く
天
よ
り
し
め
さ
せ
給
へ
る

な
ら
む
」
と
て
、
い
み
じ
う
よ
ろ
こ
ば
せ
給
ひ
、
世
中
罪
有
者
赦

さ
せ
給
ふ
べ
く
定
め
さ
せ
給
ひ
、
百
の
官
、
宮
仕
の
労
あ
る
男

女
、
僧
尼
な
ど
ま
で
ほ
ど
�
�
に
物
賜
は
せ
、
位
を
も
ま
さ
せ
給

へ
り
。
五
月
は
太
上
天
皇
の
御
は
て
と
て
、
東
大
寺
に
御
斎
会
を

設
ら
る
。
僧
達
千
五
百
人
余
と
ぞ
聞
へ
し
。
此
頃
大
宮
修
理
せ
さ

せ
給
ふ
と
て
、
田
村
の
宮
に
移
ら
せ
給
ふ
。
従
二
位
藤
原
の
仲
麻

呂
大
納
言
な
り
し
を
、
紫
微
内
相
と
い
ふ
官
に
な
さ
れ
、
従
三
位

藤
原
の
永
手
中
納
言
に
な
り
給
ふ
。
帝
日
頃
周
礼
を
御
ら
ん
じ
け

る
、
さ
や
う
の
こ
と
に
よ
ら
せ
給
ふ
る
に
は
侍
ら
ざ
り
け
め
ど
、

あ
ら
た
に
紫
微
内
相
一
人
を
定
め
さ
せ
給
ひ
、
内
外
の
諸
の
兵
の

こ
と
を
掌
ら
し
め
、
位
、
禄
な
ど
は
大
臣
に
な
づ
ら
ふ
べ
く
思
し

お
き
て
た
り
。
又
、
豊
成
の
大
臣
従
二
位
な
り
し
も
正
二
位
し
給

ひ
、
人
�
�
皆
叙
位
侍
り
き
。
六
月
、
石
川
の
年
足
神
祇
の
伯
に

て
、
橘
の
奈
良
麻
呂
左
大
弁
な
り
。
伊
勢
の
幣
使
は
今
よ
り
後
中

臣
の
人
仕
ふ
ま
つ
る
べ
く
定
め
さ
せ
給
ふ
。
こ
と
氏
の
人
の
仕
ふ

ま
つ
る
を
ば
と
ゞ
め
さ
せ
給
へ
り
。
大
伴
の
古
麻
呂
は
左
大
弁
な

り
し
、
陸
奥
の
鎮
守
将
軍
を
も
兼
た
り
け
る
、
又
按
察
使
に
も
侍

る
と
や
。
陸
奥
守
と
て
は
佐
伯
の
全
成
居
け
る
、
こ
れ
は
副
将
軍

を
兼
た
り
。
大
伴
の
家
持
は
兵
部
卿
に
な
さ
る
。
藤
原
の
縄
麻
呂

少
輔
な
り
。
い
に
し
勝
宝
七
年
、
太
上
天
皇
御
悩
み
の
頃
、
諸
兄

の
大
臣
の
祇
承
な
る
佐
味
の
宮
守
、
大
臣
世
を
は
か
る
心
も
の
し

給
ふ
よ
し
申
を
、
太
政
天
皇
聞
召
つ
れ
ど
、
御
心
お
い
ら
か
に
お

は
し
ま
せ
ば
、
御
耳
も
と
ゞ
め
さ
せ
給
は
ず
。
大
臣
は
心
の
お

に
ゝ
う
し
ろ
め
た
く
や
思
し
け
ん
。
や
が
て
仕
を
や
め
て
こ
も
り

居
給
ひ
き
。
公
に
も
い
ぶ
か
し
う
思
召
れ
て
、
越
前
の
守
佐
伯
の
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美
濃
麻
呂
を
召
て
と
は
せ
給
ふ
に
、「
さ
ら
に
し
り
さ
ぶ
ら
は
ず
。

陸
奥
の
守
全
成
こ
そ
し
り
さ
ぶ
ら
は
め
」
と
奏
す
。「
全
成
を
召

さ
せ
給
は
ん
」
と
あ
る
に
、
大
后
あ
な
が
ち
に
聞
召
、「
さ
て
も

あ
り
な
ん
」
と
と
ゞ
め
申
さ
せ
給
ふ
に
よ
り
、
音
な
く
て
や
ま
せ

給
へ
り
。
其
後
山
背
の
王
申
給
ふ
は
、「
橘
の
奈
良
麻
呂
兵
を
お

こ
し
て
田
村
の
宮
を
囲
ん
と
謀
る
よ
し
な
り
。
大
伴
の
古
麻
呂
も

此
こ
と
を
し
り
つ
」
と
聞
ゆ
。
帝
も
聞
召
驚
か
せ
給
ひ
、
大
臣
よ

り
末
の
人
�
�
に
仰
ご
と
有
て
大
后
を
も
迎
奉
ら
せ
給
ふ
。
后
は

此
あ
し
き
心
有
□
ゆ
る
人
�
�
皆
う
と
か
ら
ず
思
召
れ
て
、
こ
と

に
い
た
は
ら
せ
給
ふ
御
心
深
く
、
又
大
伴
佐
伯
は
古
へ
よ
り
兵
を

し
た
が
へ
、
公
の
御
衛
と
し
て
仕
ふ
ま
つ
れ
り
。
今
さ
ら
に
何
の

う
ら
み
に
う
し
ろ
め
た
き
心
は
も
の
す
る
な
ら
む
と
物
う
く
思
召

れ
て
、
大
臣
に
も
こ
ま
や
か
に
仰
ご
と
あ
り
。
七
月
戊
申
の
日
、

夕
つ
け
て
中
の
衛
の
舎
人
斐
太
都
、
内
相
仲
麻
呂
の
許
に
来
て

「
人
�
�
し
か
�
�
な
ん
、
か
ま
へ
て
東
宮
と
内
相
を
う
し
な
ひ

奉
ら
む
と
は
か
り
て
、
小
野
ゝ
東
人
何
某
を
も
語
ら
ひ
侍
る
に
よ

り
、
し
た
が
ふ
や
ふ
に
て
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
も
と
ひ
聞
侍
り
し

か
ば
、
黄
文
の
王
、
安
宿
の
王
、
橘
の
奈
良
麻
呂
、
大
伴
の
古
麻

呂
を
む
ね
と
し
て
、
こ
ゝ
ら
の
ひ
と
し
た
が
ひ
、
計
さ
だ
ま
り

て
、
弓
射
兵
四
百
ば
か
り
し
て
田
村
の
宮
を
囲
み
奉
ら
ん
と
も
申

し
。
又
、
古
麻
呂
任
に
陸
奥
に
お
も
む
く
に
こ
と
よ
せ
て
、
美
濃

の
関
を
ふ
さ
が
ん
と
も
申
侍
り
き
」
と
告
た
り
。
右
大
弁
堺
麻
呂

も
「
い
に
し
六
月
、
答
本
忠
節
が
詣
た
り
し
に
、
此
こ
と
を
た
し

か
に
聞
た
り
」
と
て
、
み
そ
か
に
「
仲
麻
呂
の
大
納
言
を
は
か
る

人
侍
り
」
と
聞
へ
つ
。
大
臣
、「
大
納
言
年
わ
か
く
て
物
の
さ
と

り
な
き
ま
ゝ
に
、
人
に
も
心
を
か
る
ゝ
な
ら
む
。
よ
り
�
�
い
さ

め
て
あ
や
ま
ち
な
き
さ
ま
に
と
な
ん
思
ふ
」
と
お
い
ら
か
な
り
。

内
相
仲
麻
呂
は
い
つ
し
か
帝
に
も
奏
し
て
、
宮
の
内
外
の
御
門

�
�
を
か
た
く
衛
ら
せ
、
高
麗
の
福
信
に
兵
を
そ
へ
て
つ
か
は

し
、
小
野
ゝ
東
人
、
答
本
忠
節
を
捕
さ
せ
て
、
左
衛
士
府
に
禁
め

置
、
兵
を
遣
し
、
道
祖
の
王
の
右
京
の
宅
を
囲
ま
せ
つ
。
又
の
日

右
大
臣
中
納
言
な
ど
八
人
ば
か
り
、
仰
ご
と
に
よ
り
左
衛
士
府
に

行
て
捕
人
召
出
て
、
こ
と
の
あ
り
さ
ま
尋
ね
ら
る
。
其
日
の
暮
る

程
に
、
内
相
仲
麻
呂
御
前
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
塩
焼
の
王
、
安
宿
の

王
、
黄
文
の
王
、
橘
の
奈
良
麻
呂
、
大
伴
の
古
麻
呂
五
人
を
召
て

大
后
の
御
気
色
を
伝
へ
、「
人
�
�
よ
こ
し
ま
な
る
心
が
ま
へ
す
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る
な
り
と
告
る
者
有
と
い
へ
ど
も
、
お
の
�
�
睦
ま
し
う
捨
が
た

く
思
召
る
ゝ
に
よ
り
、
こ
た
び
の
罪
を
免
さ
せ
給
ふ
な
り
。
此
後

ゆ
め
う
し
ろ
め
た
き
心
な
く
ま
め
や
か
に
仕
ふ
ま
つ
る
べ
し
」
と

い
ひ
聞
せ
た
り
。
五
人
な
が
ら
南
の
御
門
の
外
に
出
て
、
い
と
い

た
う
か
し
こ
ま
り
申
て
ま
か
で
ぬ
。
次
の
日
、
中
納
言
永
手
に
仰

ご
と
有
て
、
又
東
人
に
此
こ
と
と
は
し
め
給
ふ
に
、
か
つ
�
�
聞

へ
出
つ
る
は
斐
太
都
が
申
し
に
た
が
ふ
事
な
し
。
去
し
水
無
月
此

こ
と
を
聞
へ
あ
は
す
と
て
、
三
度
ば
か
り
人
�
�
集
れ
り
。
始
は

奈
良
麻
呂
が
家
、
次
は
図
書
の
蔵
の
ほ
と
り
の
庭
、
後
は
太
政
官

の
庭
な
り
し
と
て
、
人
�
�
は
さ
き
の
五
人
に
多
治
比
の
牛
養
、

多
治
比
の
比
礼
麻
呂
、
多
治
比
の
鷹
主
、
大
伴
の
池
主
、
大
伴
の

兄
人
、
其
外
も
は
べ
る
よ
し
に
て
、
各
庭
に
て
天
地
四
方
を
拝

み
、
誓
ご
と
を
立
、
七
月
二
日
し
の
ゝ
め
の
程
に
内
相
の
家
を
囲

み
て
打
亡
し
、
す
な
は
ち
大
殿
を
も
囲
み
て
太
子
を
お
ろ
し
奉

り
、
次
に
大
后
を
傾
け
奉
り
、
鈴
璽
を
取
リ

、
右
大
臣
に
令
を
下

さ
し
め
、
其
後
帝
を
も
御
位
を
去
せ
奉
り
、「
四
人
の
王
の
中
何

れ
に
ま
れ
日
嗣
に
そ
な
へ
奉
ら
む
」
と
い
ひ
か
は
し
つ
る
よ
し
な

り
け
れ
ば
、
さ
き
に
ゆ
る
さ
れ
し
人
�
�
又
召
れ
て
、
か
た
�
�

に
禁
め
置
つ
ゝ
、
一
人
�
�
に
尋
ね
と
は
る
。
ま
づ
安
宿
の
王
に

問
に
、
こ
た
ふ
る
や
う
、「
六
月
廿
九
日
の
黄
昏
、
奈
良
麻
呂
が

聞
ゆ
べ
き
こ
と
有
と
い
ふ
な
り
と
て
、
黄
文
の
王
い
ざ
な
ふ
に
よ

り
、
何
心
な
く
行
て
し
か
ば
、
太
政
官
の
院
の
内
に
廿
人
ば
か
り

人
集
居
た
り
。
中
に
一
人
立
て
迎
る
を
見
れ
ば
奈
良
麻
呂
な
り
。

又
、
素
服
の
人
一
人
あ
り
。
顔
を
見
れ
ば
東
人
な
り
。
な
み
居
つ

る
者
は
く
ら
き
程
に
さ
や
か
な
ら
ず
。
皆
天
地
を
拝
す
べ
し
と
い

ふ
を
、
何
ご
と
ゝ
も
し
ら
ね
ば
か
た
へ
の
人
に
と
ふ
に
、
あ
ら
は

に
も
聞
へ
ず
。
唯
と
の
み
い
ひ
に
し
か
ば
、
お
し
ふ
る
ま
ゝ
に
も

の
し
て
、
口
お
し
う
欺
む
か
れ
ぬ
る
こ
と
の
悔
し
う
」
と
聞
ゆ
。

黄
文
の
王
、
奈
良
麻
呂
な
ど
、
次
第
に
尋
ぬ
る
に
、
各
ま
ほ
に
は

い
は
ね
ど
、
お
も
む
き
は
同
じ
や
う
な
れ
ば
、
う
た
が
ふ
方
な
く

帝
も
思
召
れ
き
。
奈
良
麻
呂
は
「
内
相
政
仕
ふ
ま
つ
る
に
ひ
が
ご

と
多
く
、
こ
ゝ
ら
の
人
の
歎
き
な
る
に
よ
り
、
此
人
一
人
を
は
ぶ

き
て
あ
ま
た
の
人
の
望
み
を
叶
ん
と
思
へ
る
の
み
な
り
。
ゆ
め
公

に
そ
む
き
奉
る
心
な
し
」
と
申
。
勅
使
奈
良
麻
呂
に
き
て
、「
内

相
政
あ
し
き
と
は
い
か
な
る
こ
と
に
か
」
と
問
ふ
。
こ
た
へ
て
東

大
寺
造
る
事
を
申
。
勅
使
、「
此
寺
造
る
こ
と
は
汝
が
父
は
じ
め
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置
し
な
り
。
な
で
う
こ
と
人
の
あ
し
き
と
は
せ
ん
」
と
い
ふ
に
、

奈
良
麻
呂
い
ら
へ
ん
や
う
な
く
て
居
た
り
。
又
、
佐
伯
の
古
比
奈

に
と
は
る
ゝ
に
、「
是
は
賀
茂
の
角
足
が
高
麗
の
福
信
、
奈
遺
の

王
、
坂
上
の
苅
田
麻
呂
、
巨
勢
の
苗
麻
呂
、
牡
鹿
の
嶋
足
な
ど
を

額
田
部
の
家
に
つ
ど
へ
て
酒
飲
せ
遊
び
せ
ん
と
す
る
は
、
此
人

�
�
を
何
と
な
く
留
め
置
て
、
兵
の
お
こ
る
折
、
内
裏
に
参
ら
せ

じ
と
か
ま
へ
つ
る
な
り
」
と
申
。
か
ゝ
れ
ば
い
と
ゞ
い
ち
し
る
く

て
禁
め
置
れ
し
人
�
�
皆
獄
に
下
さ
せ
給
ひ
、
諸
衛
の
人
�
�
を

分
て
所
�
�
に
遣
し
、
同
じ
心
な
る
と
も
が
ら
あ
ま
た
召
と
ら
せ

給
へ
り
。
百
済
の
王
敬
福
、
大
宰
の
帥
船
の
王
な
ど
五
人
ば
か

り
、
諸
衛
の
人
�
�
引
て
獄
を
ま
ぼ
ら
し
め
、
猶
き
び
し
う
尋
ね

と
は
る
ゝ
に
、
黄
文
の
王
、
道
祖
の
王
、
大
伴
の
古
麻
呂
、
多
治

比
の
犢
養
、
小
野
ゝ
東
人
、
賀
茂
の
角
足
、
此
六
人
は
杖
下
で
う

せ
に
き
。
安
宿
の
王
、
同
じ
く
妻
子
は
佐
渡
の
島
に
流
さ
せ
給
へ

り
。
脱
文
□
□
□
□
□
信
濃
の
守
佐
伯
の
大
成
、
土
佐
の
守
大
伴

の
古
慈
斐
は
、
各
任
せ
ら
れ
つ
る
国
に
流
さ
る
。
あ
る
は
獄
に
死

る
も
あ
り
。
其
外
法
に
よ
り
て
流
し
つ
か
は
す
多
し
。
遠
江
の
守

多
治
比
の
国
人
も
召
れ
け
る
が
、
是
も
伊
豆
の
島
に
流
さ
れ
き
。

陸
奥
守
佐
伯
の
全
成
を
も
賊
の
た
ぐ
ひ
に
思
召
れ
て
た
づ
ね
と
は

せ
給
ふ
る
に
、
全
成
「
い
ぬ
る
天
平
十
七
年
、
難
波
に
先
帝
行
幸

お
は
し
ま
し
つ
る
折
、
奈
良
麻
呂
は
つ
か
に
打
か
す
む
る
こ
と
侍

り
し
。
其
時
多
治
比
の
犢
養
、
小
野
ゝ
東
人
、
黄
文
の
王
を
立
て

君
と
せ
ん
と
申
き
。
大
伴
佐
伯
の
家
族
多
く
し
た
が
へ
り
。
我
を

も
誘
ふ
や
う
に
は
べ
り
し
か
ど
、
う
け
引
侍
ら
ざ
り
し
か
ば
、
奈

良
麻
呂
、
唯
天
が
下
の
愁
な
る
を
し
り
て
、
思
ふ
所
を
い
ふ
の
み

な
り
。
又
人
に
な
ま
ね
び
そ
と
口
か
た
め
て
や
み
侍
り
。
其
後
大

嘗
会
の
歳
、
奈
良
麻
呂
さ
き
の
ま
ゝ
に
申
侍
り
し
に
、
猶
い
な
び

侍
り
つ
れ
ば
、
奈
良
麻
呂
、『
我
と
汝
と
は
同
じ
心
な
る
友
な
る

に
よ
り
、
何
事
も
隠
し
あ
へ
ぬ
な
り
』
と
て
、
又
床
の
山
と
い
ま

し
め
侍
り
き
。
去
年
の
四
月
京
に
上
り
し
時
、
奈
良
麻
呂
、『
大

伴
の
古
麿
に
ま
み
へ
し
や
』
と
問
ふ
。
我
こ
た
へ
て
、『
ま
た
逢

は
ず
』
と
い
へ
ば
、『
さ
ら
ば
も
ろ
と
も
に
行
て
相
見
ん
』
と
て
、

弁
官
の
曹
司
に
誘
ひ
つ
。
さ
て
三
人
物
語
し
て
と
ば
か
り
有
に
、

奈
良
麻
呂
さ
き
�
�
の
こ
と
を
聞
ゆ
。
古
麻
呂
、『
右
大
臣
、
大

納
言
は
い
み
じ
き
い
き
ほ
ひ
有
て
、
た
は
や
す
く
は
か
り
が
た

し
。
汝
君
を
立
る
と
も
、
天
が
下
よ
に
従
ひ
聞
へ
じ
』
と
申
。
我
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も
又
『
す
じ
な
き
事
な
り
。
心
ざ
し
と
げ
つ
と
て
も
、
天
地
の
神

え
も
う
け
ひ
か
せ
給
は
じ
。
身
の
後
ま
で
も
よ
か
ら
ぬ
名
を
と
ゞ

め
ん
。
あ
い
な
き
事
な
り
』
と
聞
へ
置
て
出
侍
り
。
二
人
は
猶
其

曹
司
に
と
ゞ
ま
り
侍
り
し
。
後
の
こ
と
は
し
り
さ
ぶ
ら
は
ず
」
と

ク
ビ
レ

い
ひ
て
、
す
な
は
ち
み
づ
か
ら
経
て
う
せ
き
。
山
背
の
王
は
安
宿

の
王
の
兄
弟
に
て
、
皆
長
屋
の
王
の
御
子
ぞ
か
し
。
さ
れ
ど
此
度

の
乱
れ
に
も
人
先
公
に
つ
げ
給
へ
し
か
ば
、
帝
も
う
し
ろ
安
く
御

ら
ん
じ
て
従
三
位
に
な
さ
る
。
巨
勢
の
堺
麻
呂
を
は
じ
め
、
み
そ

か
な
る
こ
と
を
告
申
つ
る
人
�
�
、
ほ
ど
�
�
に
賞
行
は
せ
給

ふ
。
又
、
国
民
の
中
に
も
賊
に
心
か
は
し
つ
る
者
や
あ
る
と
さ
ぐ

り
求
め
さ
せ
給
ひ
、
隠
し
置
を
ば
い
み
じ
き
罪
に
行
は
せ
給
ふ
べ

く
宣
旨
下
れ
り
。
七
月
乙
卯
の
日
、
中
納
言
永
手
、
左
衛
士
の
督

坂
上
の
犬
養
を
御
使
に
て
右
大
臣
豊
成
の
家
に
つ
か
は
し
、「
子

な
る
乙
麻
呂
、
賊
ど
も
に
心
を
か
よ
は
し
つ
る
な
り
」
と
て
、
禁

れ
脱
か

め
て
参
ら
す
べ
く
仰
ら
し
か
ば
、
大
臣
す
な
は
ち
乙
麻
呂
を
勅
使

に
付
給
ふ
。
紫
微
少
弼
な
り
し
巨
勢
の
堺
麻
呂
は
左
大
弁
に
成

て
、
紀
の
飯
麻
呂
右
大
弁
な
り
。
上
道
の
斐
太
都
、
中
の
衛
の
少

将
に
な
れ
り
。
藤
原
の
朝
猟
は
陸
奥
守
、
忌
部
の
島
麻
呂
は
信
濃

の
守
に
や
。
勅
使
の
ゐ
て
参
り
し
藤
原
の
乙
麻
呂
は
日
向
の
員
外

の
掾
に
て
下
さ
せ
給
へ
り
。
公
に
は
大
臣
を
さ
へ
う
し
ろ
め
た
く

御
心
置
せ
給
ふ
な
る
は
、
内
相
を
大
臣
の
き
ら
ひ
給
ふ
な
り
と
思

召
に
よ
り
て
と
ぞ
。
や
が
て
右
大
臣
取
せ
給
ひ
、
大
宰
の
員
外
の

帥
に
な
さ
せ
給
ふ
と
い
ふ
宣
旨
下
り
ぬ
。
大
臣
い
と
浅
ま
し
う
あ

ぢ
き
な
く
思
す
。
世
の
人
も
心
苦
し
き
こ
と
に
下
に
歎
く
め
り
。

さ
れ
ど
内
相
の
い
き
ほ
ひ
に
懼
ヂ

聞
へ
て
、
打
か
た
ぶ
く
人
も
な

し
。
塩
焼
の
王
は
此
度
の
人
�
�
の
中
に
ま
じ
り
給
へ
ど
、
誓
の

庭
に
参
り
給
は
ず
。
又
、
新
田
部
の
親
王
の
御
子
な
る
に
よ
り
、

公
に
も
こ
と
に
い
た
は
ら
せ
給
ひ
、
罪
な
く
て
居
給
ふ
。
中
納
言

多
治
比
の
広
足
は
家
族
ど
も
の
賊
に
加
り
つ
る
を
し
ら
ず
が
ほ
に

て
、
せ
い
し
聞
ゆ
る
こ
と
な
か
り
し
を
怠
り
に
て
、
中
納
言
を
取

せ
給
ひ
、
散
位
に
な
し
て
宮
仕
と
ゞ
め
さ
せ
給
ふ
。
己
丑
の
日
、

駿
河
の
国
の
蚕
の
産
て
文
字
を
な
し
つ
る
を
奉
れ
り
。
其
文
字
は

「
五
月
八
日
帝
釈
の
標
を
開
き
下
し
て
、
天
皇
の
命
百
年
な
る
を

知
し
む
」
と
あ
り
�
�
と
す
へ
た
り
。
帝
も
浅
ま
し
う
め
づ
ら
か

な
り
と
思
召
れ
て
、
群
臣
召
つ
ど
へ
見
せ
さ
せ
給
ふ
。
人
�
�
此

承

塵

春
の
な
げ
し
に
有
つ
る
文
字
だ
に
有
を
、
又
か
ゝ
る
こ
と
を
見
る

荒
木
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女
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に
、
い
か
ゞ
は
よ
の
つ
ね
に
は
思
は
ん
。
五
月
八
日
は
太
上
天
皇

の
御
は
て
に
ま
う
け
さ
せ
給
ひ
し
御
斎
会
の
終
り
の
日
な
り
し
と

思
ふ
さ
へ
い
と
頼
も
し
う
、
皆
涙
も
と
ゞ
め
が
た
く
、
め
で
た
き

こ
と
に
ぞ
聞
へ
あ
へ
り
。
古
へ
宮
仕
人
ど
も
功
を
立
し
賞
と
て
賜

は
り
つ
る
封
は
、
年
の
限
も
定
め
ら
れ
し
か
ど
、
年
月
隔
た
り
て

は
た
し
か
な
ら
ず
、
い
と
み
だ
り
が
は
し
き
や
う
な
る
を
、
今
年

十
二
月
壬
子
の
日
、
太
政
官
こ
と
行
ひ
て
、
其
功
の
大
上
中
下
、

四
の
品
を
分
ち
、
昔
の
令
を
考
へ
て
こ
と
さ
ら
に
定
ま
れ
り
。
浄

見
原
の
天
皇
の
御
世
、
壬
申
の
年
の
功
を
む
ね
と
せ
ら
る
。
あ
る

は
唐
土
に
使
し
て
賊
の
州
に
た
ゞ
よ
ひ
う
せ
ぬ
る
人
、
あ
る
は
律

令
を
定
め
ら
れ
し
折
筆
執
し
も
あ
り
。
今
年
文
月
の
乱
れ
を
公
に

告
申
し
斐
太
都
も
此
か
ぞ
へ
に
入
ぬ
。
其
賜
は
れ
る
功
田
大
切
な

る
は
、
世
々
絶
ず
し
る
べ
し
。
上
功
と
て
賜
は
り
つ
る
は
、
三
世

に
伝
ふ
べ
し
。
中
功
は
二
世
、
下
の
品
は
其
子
に
伝
ふ
の
み
な
り

き
。
誠
、
有
つ
る
蚕
の
文
字
の
し
る
し
に
よ
り
、
八
月
よ
り
年
の

号
も
勝
宝
は
改
ま
り
、
宝
字
の
は
じ
め
に
な
り
侍
り
。
又
の
年
の

二
月
、
大
和
の
神
山
に
生
た
り
し
藤
の
根
に
虫
有
て
喰
け
る
跡
、

文
字
の
形
な
り
。
あ
や
し
き
物
な
り
と
て
大
和
の
国
大
伴
の
稲

ノ
ツ
ト
ア
ハ

公
、
お
ほ
や
け
に
奏
し
つ
。
其
文
字
十
六
あ
り
、
王
大
ニ

則
リ

弁
セ

天
下
ノ

人
ヲ

此
内
任
シ
テ

大
平
ノ

臣
ヲ

守
ラ
シ
メ
ン

昊
命
ヲ

と
さ
だ
か
に
見
ゆ

る
を
、
帝
す
な
は
ち
博
士
に
下
さ
せ
給
ひ
、
是
が
こ
ゝ
ろ
を
こ
と

は
ら
し
め
給
ふ
。
皆
「
い
と
め
で
た
き
こ
と
に
侍
り
。
君
よ
く
人

を
見
そ
な
は
せ
、
群
臣
忠
な
る
心
を
尽
し
て
共
に
天
下
を
守
り
、

天
亦
恵
み
を
下
し
て
、
長
く
平
ら
か
な
る
御
代
の
し
る
し
に
こ
そ

侍
ら
め
」
と
奏
す
。
帝
も
い
み
じ
と
思
召
れ
て
大
和
の
国
に
は
今

年
の
御
調
ゆ
る
さ
せ
給
へ
り
。「
五
月
は
先
帝
の
御
忌
月
な
れ
ば
、

よ
ろ
こ
び
を
な
さ
ん
に
よ
し
な
し
」
と
仰
ら
れ
て
、
今
よ
り
五
日

の
節
は
停
む
べ
く
と
思
し
の
給
は
せ
た
り
。
帝
世
を
し
ら
せ
給
ふ

こ
と
十
年
、
四
十
に
一
や
あ
ま
ら
せ
給
へ
る
、
宝
字
二
年
と
申
八

月
下
さ
せ
給
ひ
、
太
上
天
皇
と
申
奉
り
、
御
ぐ
し
も
お
ろ
さ
せ
給

ひ
、
奈
良
の
西
の
京
に
お
は
し
ま
す
。
今
年
ぞ
唐
土
の
僧
鑑
真
は

奈
良
に
て
終
を
取
給
ひ
、
其
程
の
け
は
ひ
い
と
尊
く
、
香
ば
し
き

香
山
谷
に
満
け
り
と
な
ん
う
け
給
は
り
侍
り
し
。
さ
れ
ど
此
終
り

給
ひ
し
こ
と
は
宝
字
七
年
な
ど
申
人
も
侍
る
は
、
何
れ
か
ま
こ
と

に
や
、
い
と
し
り
が
た
く
な
ん
。
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【『
笠
舎
』
巻
十
二
（
四
十
六
代
）
典
拠
一
覧
】

以
下
、『
笠
舎
』
巻
十
二
の
前
半
部
分
「
四
十
六
代
（
孝
謙
天

皇
）」
の
主
要
記
事
と
典
拠
を
、
作
中
の
配
列
順
に
従
っ
て
一
覧

に
す
る
。

主
要
記
事
（
巻
十
二
・
四
十
六
代
）

典
拠

孝
謙
天
皇
の
系
譜

続
日
本
紀

聖
武
天
皇
の
譲
位
に
よ
り
即
位
・
勝
宝
に
改
元

続
日
本
紀

藤
原
仲
麻
呂
ら
に
任
官
・
天
皇
の
乳
母
に
叙
位

続
日
本
紀

大
嘗
会
に
て
因
幡
・
美
濃
が
供
奉
・
国
司
を
叙
位
続
日
本
紀

八
幡
神
入
京
・
八
幡
神
の
禰
宜
尼
、
東
大
寺
を
拝

す

続
日
本
紀

東
大
寺
行
幸
・
八
幡
神
に
神
階
奉
献
・
東
大
寺
に

封
戸

続
日
本
紀

吉
備
真
備
を
左
遷

続
日
本
紀

八
幡
神
に
封
戸

続
日
本
紀

石
上
乙
麻
呂
没

続
日
本
紀

遣
唐
使
任
命
・
藤
原
清
河
を
大
使
、
大
伴
古
麻
呂

を
副
使
に
任
じ
る

続
日
本
紀

八
幡
神
の
託
宣
で
藤
原
乙
麻
呂
を
大
宰
帥
に
任
命
続
日
本
紀

三
年
春
、
大
極
殿
で
宴
・
踏
歌
、
叙
位
を
行
う

続
日
本
紀

多
紀
内
親
王
没

続
日
本
紀

遣
唐
使
雑
色
人
に
叙
位

続
日
本
紀

遣
唐
使
の
た
め
に
伊
勢
神
宮
、
諸
社
に
奉
幣

続
日
本
紀

僧
正
、
少
僧
都
、
律
師
を
任
命

続
日
本
紀

吉
備
真
備
を
入
唐
副
使
に
任
命

続
日
本
紀

聖
武
太
上
天
皇
の
病
に
よ
り
祈
・
大
赦
を
行
い
、

僧
尼
得
度
す
る

続
日
本
紀

遣
唐
使
に
節
刀
を
賜
い
、
叙
位
を
行
う

続
日
本
紀

大
仏
開
眼
法
要
の
た
め
東
大
寺
行
幸

続
日
本
紀

天
皇
、
藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
の
邸
宅
に
還
御

続
日
本
紀

三
原
王
没

続
日
本
紀

四
つ
子
を
産
ん
だ
女
に
粮
、
乳
母
を
賜
う

続
日
本
紀

智
努
王
に
文
室
真
人
賜
姓

続
日
本
紀

渤
海
使
佐
渡
に
着
く
・
佐
渡
国
復
置

続
日
本
紀
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五
年
正
月
、
伊
勢
神
宮
神
主
ら
に
叙
位

続
日
本
紀

東
大
寺
に
て
仁
王
経
講
説

続
日
本
紀

巨
勢
奈
弖
麻
呂
没
・
栗
栖
王
没

続
日
本
紀

六
年
正
月
、
東
院
の
宴
に
て
叙
位
を
行
う

続
日
本
紀

大
伴
古
麻
呂
帰
国
・
鑑
真
来
日

続
日
本
紀

吉
備
真
備
の
船
、
益
久
島
を
経
て
紀
伊
に
着
く

続
日
本
紀

大
伴
古
麻
呂
帰
国
報
告

続
日
本
紀

入
唐
第
一
船
消
息
不
明
・
第
四
船
薩
摩
来
着

続
日
本
紀

南
島
の
牌
を
修
復
さ
せ
る

続
日
本
紀

中
臣
清
麻
呂
、
大
伴
古
麻
呂
ら
に
任
官

続
日
本
紀

藤
原
宮
子
没
・
葬
儀
を
行
う

続
日
本
紀

行
信
、
大
神
多
麻
呂
ら
遠
流

続
日
本
紀

七
年
正
月
、
諒
闇
の
た
め
廃
朝

続
日
本
紀

八
幡
大
神
、
託
宣
し
て
封
戸
を
返
上

続
日
本
紀

聖
武
太
上
天
皇
の
病
に
よ
り
大
赦
・
陵
等
に
祈
請
続
日
本
紀

左
大
臣
橘
諸
兄
致
仕
・
難
波
、
河
内
行
幸

続
日
本
紀

聖
武
太
上
天
皇
堀
江
行
幸
後
に
崩
御
・
三
関
封
鎖
続
日
本
紀

遺
詔
に
よ
り
道
祖
王
立
太
子

続
日
本
紀

大
伴
古
慈
斐
と
淡
海
三
船
、
公
を
謗
り
禁
固

続
日
本
紀

誦
経
、
葬
儀
を
行
う

続
日
本
紀

坂
上
犬
養
、
鴨
虫
麻
呂
、
法
栄
、
太
上
天
皇
の
山

陵
に
仕
え
る
こ
と
を
望
み
許
さ
れ
る

続
日
本
紀

太
上
天
皇
を
看
病
し
た
僧
ら
に
褒
賞

続
日
本
紀

誦
経
・
斎
会
を
行
う

続
日
本
紀

翌
年
の
国
忌
の
た
め
東
大
寺
大
仏
殿
の
廊
を
造
営
続
日
本
紀

古
慈
斐
、
三
船
を
許
す

続
日
本
紀

藤
原
仲
麻
呂
、
東
大
寺
に
米
と
菜
を
献
上

続
日
本
紀

雷
が
六
日
続
く
・
東
大
寺
で
仁
王
経
転
読

続
日
本
紀

京
中
の
孤
児
を
養
い
、
葛
木
連
の
姓
を
与
え
る

続
日
本
紀

紫
微
中
台
の
官
の
始
ま
り

続
日
本
紀

太
上
天
皇
一
周
忌
の
た
め
灌
頂
幡
等
を
頒
布

続
日
本
紀

太
上
天
皇
の
輿
丁
ら
に
叙
位

続
日
本
紀

東
大
寺
、
大
安
寺
等
で
梵
網
経
を
講
じ
る

続
日
本
紀

正
月
、
諒
闇
の
た
め
廃
朝
・
橘
諸
兄
没
。

続
日
本
紀

内
裏
の
御
殿
承
塵
に
天
下
太
平
の
四
字
が
生
じ
る
続
日
本
紀

皇
太
子
道
祖
王
を
廃
す

続
日
本
紀

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

六
二



群
臣
に
諮
問
し
、
大
炊
王
を
皇
太
子
に
立
て
る

続
日
本
紀

大
赦
、
叙
位
、
賜
物
を
行
う

続
日
本
紀

聖
武
太
上
天
皇
一
周
忌
に
東
大
寺
に
て
斎
会

続
日
本
紀

藤
原
仲
麻
呂
を
紫
微
内
相
、
藤
原
永
手
を
中
納
言

に
任
じ
る

続
日
本
紀

藤
原
豊
成
ら
に
叙
位

続
日
本
紀

橘
奈
良
麻
呂
ら
に
任
官

続
日
本
紀

伊
勢
弊
使
を
中
臣
氏
に
限
定

続
日
本
紀

勝
宝
七
年
に
佐
味
宮
守
が
橘
諸
兄
を
密
告
し
た
こ

と
の
経
緯

続
日
本
紀

山
背
王
、
奈
良
麻
呂
の
反
乱
を
密
告

続
日
本
紀

上
道
斐
太
都
、
仲
麻
呂
ら
の
反
乱
を
密
告

続
日
本
紀

小
野
東
人
、
答
本
忠
節
を
捕
ら
え
道
祖
王
宅
を
囲

む

続
日
本
紀

東
人
ら
を
勘
問
・
塩
焼
王
ら
五
人
を
召
し
て
戒
め

る

続
日
本
紀

東
人
、
安
宿
王
、
奈
良
麻
呂
、
古
比
奈
ら
を
勘
問
続
日
本
紀

事
件
の
関
与
者
を
捕
ら
え
る
・
黄
文
王
ら
拷
問
死
続
日
本
紀

安
宿
王
ら
配
流

続
日
本
紀

佐
伯
全
成
を
勘
問
・
全
成
自
害

続
日
本
紀

密
告
者
に
叙
位
・
他
の
反
逆
人
の
探
索

続
日
本
紀

藤
原
豊
成
に
子
の
引
き
渡
し
を
命
じ
る

続
日
本
紀

巨
勢
堺
麻
呂
ら
に
任
官

続
日
本
紀

藤
原
豊
成
を
大
宰
員
外
に
左
遷

続
日
本
紀

塩
焼
王
、
多
治
比
広
足
の
処
分

続
日
本
紀

蚕
の
瑞
字
が
献
上
さ
れ
る

続
日
本
紀

巧
田
の
等
第
を
議
定

続
日
本
紀

天
平
宝
字
に
改
元

続
日
本
紀

大
和
神
山
の
藤
の
根
に
瑞
字
生
じ
る

続
日
本
紀

先
帝
の
忌
月
に
よ
り
端
午
の
節
会
を
停
む

続
日
本
紀

孝
謙
天
皇
譲
位

続
日
本
紀

太
上
天
皇
出
家
し
、
奈
良
の
西
の
京
に
住
む

神
皇
正
統
記

鑑
真
没
、
香
が
山
谷
に
満
ち
る

元
亨
釈
書
／

本
朝
高
僧
伝

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察

六
三



表
に
示
し
た
通
り
、『
笠
舎
』
巻
十
二
「
四
十
六
代
（
孝
謙
天

皇
）」
部
分
の
記
事
は
主
と
し
て
『
続
日
本
紀
』
に
依
拠
し
て
い

る
。『
続
日
本
紀
』
の
記
事
の
時
系
列
、
表
記
を
踏
襲
し
つ
つ
、

内
容
を
簡
略
化
・
和
文
化
し
て
本
文
を
記
述
し
て
い
る
と
い
え

る
。
た
だ
し
次
に
挙
げ
る
通
り
、
第
四
十
六
代
の
項
目
の
末
尾
に

は
、『
続
日
本
紀
』
に
は
記
載
が
な
く
、
他
の
書
籍
に
基
づ
く
記

述
が
見
ら
れ
る
。

帝
世
を
し
ら
せ
給
ふ
こ
と
十
年
、
四
十
に
一
や
あ
ま
ら
せ
給

へ
る
、
宝
字
二
年
と
申
八
月
下
さ
せ
給
ひ
、
太
上
天
皇
と
申

奉
り
、
御
ぐ
し
も
お
ろ
さ
せ
給
ひ
、
奈
良
の
西
の
京
に
お
は

し
ま
す
。

傍
線
部
の
よ
う
に
『
笠
舎
』
は
、
天
平
宝
治
二
年
に
孝
謙
天
皇

が
譲
位
し
、
そ
の
後
出
家
し
て
奈
良
の
西
の
京
に
住
ん
だ
と
記
す

が
、『
続
日
本
紀
』
に
は
該
当
す
る
記
事
が
な
い
。
こ
の
箇
所
は

『
神
皇
正
統
記
』
中
、
第
四
十
六
代
孝
謙
天
皇
条
⑴
の
、

位
ヲ
ユ
ヅ
リ
テ
太
上
天
皇
ト
申
ス
。
出
家
セ
サ
セ
給
テ
、
平

城
宮
ノ
西
宮
ニ
ナ
ム
マ
シ
�
�
ケ
ル
。

と
い
う
記
述
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
出
家
の
記
事
に
続
き
『
笠
舎
』
で
は
、

今
年
ぞ
唐
土
の
僧
鑑
真
は
奈
良
に
て
終
を
取
給
ひ
、
其
程
の

け
は
ひ
い
と
尊
く
、
香
ば
し
き
香
山
谷
に
満
け
り
と
な
ん
う

け
給
は
り
侍
り
し
。
さ
れ
ど
此
終
り
給
ひ
し
こ
と
は
宝
字
七

年
な
ど
申
人
も
侍
る
は
、
何
れ
か
ま
こ
と
に
や
、
い
と
し
り

が
た
く
な
ん
。

と
、
傍
線
部
の
よ
う
に
孝
謙
天
皇
が
譲
位
し
た
天
平
宝
字
二
年
に

鑑
真
が
没
し
た
と
記
し
た
上
で
、
波
線
部
で
鑑
真
の
没
年
を
宝
字

七
年
と
す
る
説
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
鑑
真
の
没
年

は
天
平
宝
治
七
年
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
天
平
宝
治
二
年

と
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
以
下
、
麗
女

が
『
笠
舎
』
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
資
料
の
該

当
箇
所
を
引
用
す
る
⑵
。

五
月
戊
申
、
大
和
上

真
物
化
。（
略
）
和
上
預
記
終
日
、

至
期
端
坐
、
怡
然
遷
化
。
時
年
七
十
有
七
。

（
五
月
戊
申
、
大
和
上

真
物
化
す
。（
略
）
和
上
預
め
終
る
日
を

記
し
、
期
に
至
り
て
端
坐
し
て
、
怡
然
と
し
て
遷
化
す
。
時
に
年

七
十
有
七
）

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
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翻
刻
と
典
拠
の
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察
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（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
四
、
淳
仁
天
皇
天
平
宝
字
七
年
）

七
年
五
月
六
日
戊
申
。
大
和
上

真
。
年
七
十
二
遷
化
。

（
七
年
五
月
六
日
戊
申
、
大
和
上

真
、
年
七
十
二
に
て
遷
化
す
）

（『
扶
桑
略
記
』
淳
仁
天
皇
）

天
平
宝
字
二
年
。
賜
号
大
和
尚
。
七
年
五
月
六
日
。
結
跏
趺

坐
。
向
西
而
化
。
寿
七
十
七
。（
略
）
葬
歛
之
時
香
気
満
山

谷
。

（
天
平
宝
字
二
年
に
大
和
尚
の
号
を
賜
る
。
七
年
五
月
六
日
に
結
跏

趺
坐
し
、
西
に
向
ひ
て
化
す
。
寿
七
十
七
。
葬
歛
の
時
香
気
山
谷

に
満
つ
）

（『
元
亨
釈
書
』
巻
一
、
傳
智
一
）

七
年
春
忍
基
夢
講
堂
棟
折
。
以
為
遷
化
之
相
。
無
何
真
告
衆

曰
。
仲
夏
六
日
化
縁
尽
。
矣
至
期
面
西
跏
趺
而
逝
。（
略
）

香
気
満
山
谷
。
黒
白
走
喪
。
報
齢
七
十
有
七
。
坐
臘
五
十
有

五
。

（
七
年
の
春
忍
基
講
堂
の
棟
折
る
る
と
夢
む
。
以
為
ら
く
遷
化
の
相

な
り
と
。
何
く
も
無
く
真
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
仲
夏
六
日
に
化

縁
尽
き
ん
と
。
期
に
至
り
西
に
面
ひ
跏
趺
し
て
逝
け
り
。（
略
）
香

気
山
谷
に
満
ち
、
黒
白
喪
に
走
る
。
報
齢
七
十
有
七
、
坐
臘
五
十

有
五
）

（『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
二
、
唐
大
明
寺
沙
門

真
伝
）

こ
れ
ら
と
同
様
、
鑑
真
の
伝
記
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
も
そ

の
没
年
は
天
平
宝
字
七
年
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、『
神
皇
正
統
記
』

と
『
水
鏡
』
に
は
鑑
真
の
没
年
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
⑶
。

そ
し
て
二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、『
笠
舎
』
に
「
香
ば
し

き
香
山
谷
に
満
け
り
と
な
ん
う
け
給
は
り
侍
り
し
」
と
の
一
文
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
は
『
元
亨
釈
書
』
も
し
く
は
『
本
朝

高
僧
伝
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
⑷
。
す
る
と
、

鑑
真
の
没
年
を
天
平
宝
治
二
年
と
す
る
の
は
、『
元
亨
釈
書
』
の

「
天
平
宝
字
二
年
。
賜
号
大
和
尚
。
七
年
五
月
六
日
。
結
跏
趺
坐
。

向
西
而
化
。
寿
七
十
七
」
と
い
う
記
事
を
天
平
宝
字
二
年
に
遷
化

し
た
と
誤
読
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
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ま
と
め
る
と
、『
笠
舎
』
巻
十
二
「
第
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）」

部
分
は
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
を
骨
子
と
し
て
、
そ
こ
に
『
神
皇

正
統
記
』
や
『
元
亨
釈
書
』
も
し
く
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
よ
っ

て
肉
付
け
を
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

注
⑴
『
神
皇
正
統
記
』
の
引
用
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
８７
』（
岩
波

書
店
）
に
拠
っ
た
。

⑵
『
続
日
本
紀
』
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１４
』（
岩
波
書
店
）

に
、『
扶
桑
略
記
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
１２
』（
吉
川
弘
文

館
）
に
、『
元
亨
釈
書
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
３１
』（
吉
川

弘
文
館
）
に
、『
本
朝
高
僧
伝
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
鵜
飼

本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
請
求
記
号：

96-579-1~32

）
に
拠
っ
た
。

⑶

今
回
翻
刻
し
た
箇
所
に
は
『
水
鏡
』『
扶
桑
略
記
』
を
参
照
し

て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
巻

一
か
ら
巻
十
一
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、『
水
鏡
』
と
『
扶
桑
略

記
』
も
『
笠
舎
』
の
主
要
な
典
拠
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。

⑷
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
「

真
和
尚
、
従
震
旦
渡
朝
伝
戒
律

語
第
八
」
に
も
鑑
真
の
死
に
際
し
て
山
に
香
が
満
ち
た
と
の
記

事
が
あ
る
が
、
諸
本
の
当
該
箇
所
に
は
「
然
ル
間
、
天
平
宝
字

七
年
ト
云
フ
年
ノ
五
月
ノ
六
日
、
和
尚
、
面
ヲ
西
ニ
向
テ
結
跏

趺
座
シ
テ
失
給
ヒ
ニ
ケ
リ
。
其

。
然
レ
バ

ノ
後
、
葬
シ
ケ
ル
時
ニ
、
馥
キ
香
、
山
ニ

」
と

欠
字
が
あ
っ
て
意
味
が
取
り
辛
い
。
ま
た
『
唐
大
和
上
東
征

伝
』
に
も
「
至
於
闍
維
香
気
満
山
（
闍
維
に
至
り
て
、
香
気
山

に
満
つ
）」
と
あ
る
。
し
か
し
、『
笠
舎
』
は
香
が
「
山
谷
に
」

満
ち
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、『
元
亨
釈
書
』
も
し
く
は
『
本
朝

高
僧
伝
』
が
典
拠
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、『
笠
舎
』
の
翻
刻
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
はJSPS

科
研
費
（21K

12933

）
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

（
く
も
お
か

あ
ず
さ
・
京
都
産
業
大
学
准
教
授
）

荒
木
田
麗
女
『
笠
舎
』
巻
十
二
・
四
十
六
代
（
孝
謙
天
皇
）
の
翻
刻
と
典
拠
の
考
察
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